
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大

陸
の
発
見
以
来
、
世
界
の
歴
史

は
西
洋
が
非
西
洋
を
蹂
躙
す
る

形
で
動
い
て
い
る
。

縄
文
時
代
以
来
、
一
万
２
千

年
に
わ
た
っ
て
日
本
は
西
洋
の

植
民
地
に
な
ら
な
か
っ
た
。

先
の
敗
戦
ま
で
米
連
合
軍
以
外
、

他
民
族
に
一
度
も
侵
略
さ
れ
な

か
っ
た
。
先
進
国
で
は
希
な
存

在
で
す
。

ア
メ
リ
カ
人
の
考
え
方
の
ベ
ー

ス
に
あ
る
価
値
観
は
日
本
人
が

歴
史
的
に
培
っ
た
価
値
観
に
、

絶
対
相
容
れ
な
い
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
の
優

秀
さ
と
勇
敢
さ
を
フ
イ
リ
ピ
ン
・

レ
イ
テ
ィ
島
で
身
を
以
て
知
っ

た
。
厚
木
基
地
に
降
り
立
ち
、

支
配
階
級
の
用
意
周
到
な
占
領

政
策
で
戦

後
を
支
配
。

連
合
軍

は
軍
国
主
義
と
い
う
邪
悪
な
思

想
が
西
洋
流
の
民
主
主
義
と
い

う
正
義
に
敗
れ
、
単
に
弱
か
っ

た
だ
け
を
「
道
徳
的
に
間
違
っ

た
戦
争
」
と
い
う
構
図
に
し
た
。

日
本
占
領
政
策
の
弱
体
化
計
画

で
は
、
戦
後
教
育
の
戦
前
を
全

否
定
、
国
民
の
正
常
な
判
断
力

を
奪
い
、
歴
史
と
伝
統
、
文
化

を
ね
じ
曲
げ
骨
抜
き
に
し
た
。

欲
望
の
追
求
主
義
で
、
日
本

人
が
骨
抜
き
に
さ
れ
、
西
洋
的

価
値
観
が
支
配
し
た
。

敗
戦
の
自
民
党
政
権
で
洗
脳
さ

れ
見
事
な
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
か

ぶ
れ
の
、
だ
め
な
国
に
な
っ
た
。

経
営
者
と
従
業
員
が
心
を
一

つ
に
し
、
活
気
あ
る
職
場
で
全

員
が
高
い
意
欲
を
持
っ
て
働
く

と
い
う
昔
な
が
ら
の
日
本
の
会

社
の
光
景
は
、
今
で
は
な
か
な

か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

格
差
は
金

持
ち
優
遇

税
制
や
、

貧
困
層
か
ら
福
祉
を
取
り
上
げ

る
こ
と
で
作
り
上
げ
た
も
の
で

す
。

当
然
富
め
る
人
は
ま
す
ま
す
富

み
、
結
婚
も
出
来
な
い
低
賃
金
、

貧
困
層
が
急
激
に
増
え
た
。

不
況
で
余
剰
労
働
力
は
切
り
捨

て
の
思
想
が
蔓
延
し
、
派
遣
社

員
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

頭
の
良
い
も
の
が
そ
う
で
な

い
も
の
を
支
配
し
、
搾
取
す
る

の
が
当
然
の
自
由
競
争
が
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
名
の
も
と
に
正
当
化

さ
れ
た
。

プ
レ
ス
リ
ー
を
踊
る
自
民
党

小
泉
平
蔵
政
権
の
新
自
由
主
義

導
入
は
、
抵
抗
す
る
ま
で
も
な

く
幻
想
に
流
れ
、
日
本
人
が
蹂

躙
さ
れ
た
。

日
本
人
の
美
意
識
。
見
え
な

い
と
こ
ろ
ま
で
作
り
込
む
。
日

本
の
伝
統
美
が
疲
弊
し
て
い
る
。

問
題
の
根
源
に
は
明
治
以
降
の

近
代
化
、
西
洋
化
で
徐
々
に
自

己
を
見
失
い
「
浮
き
草
」
状
態
、

さ
ま
よ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

他
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
、

実
は
自
分
も
幸
せ
に
な
る
唯
一

の
方
法
。

日
本
の
歴
史
観
と
大
局
観
を
取

り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
の
衆
議
院
選
挙
で
自
民
党

は
歴
史
的
な
敗
北
を
し
た
。
し

か
し
次
の
政
権
は
稚
拙
そ
の
も

の
。
原
発
を
見
て
も
国
民
を
愚

弄
し
、
幼
児
以
下
の
扱
い
致
命

的
な
失
政
を
繰
り
返
す
。

明
ら
か
な
死
神
？
絶
望
的
に
見

え
ま
す
。

三
年
前
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
で
西
洋
が
限
界
に
至
っ
た
い

ま
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

世
界
を
救
う
こ
と
に
な
る
は
ず
。

日
本
は
消
滅
の
瀬
戸
際
？
「
文

明
の
転
換
点
」
で
は
な
い
の
か
。
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毎
日
の
生
活
が
希
望
に
満
ち
、

自
分
の
成
長
と
人
様
の
た
め
前
向

き
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幸

せ
な
人
生
と
い
え
ま
す
。

こ
の
た
め
不
可
欠
な
も
の
に
は
、

三
つ
の
意
識
が
必
要
で
す
。
問
題

意
識
、
危
機
意
識
と
当
事
者
意
識

で
す
。
一
つ
で
も
欠
け
る
と
無
責
任

な
欠
陥
意
識
、
幸
せ
は
無
理
。

目
的
も
方
向
も
見
え
ず
、
具
体

的
な
行
動
は
取
れ
な
い
の
で
、
目
の

前
に
あ
る
チ
ャ
ン
ス
は
通
り
過
ぎ
、

ま
た
気
が
付
か
な
い
の
で
す
。

欲
望
は
他
者
と
比
較
し
同
一
化

と
、
区
別
し
独
立
性
を
認
め
る
差

異
化
、
階
級
社
会
の
欲
望
が
あ
る
。

人
類
は
自
ら
の
欲
望
に
限
界
を

設
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
歴
史
が
教

え
て
い
ま
す
。

西
洋
の
白
人
侵
略
国

家
に
対
し
、
日
本
文

化
は
人
類
を
救
う
最

後
の
砦
で
し
ょ
う
。


